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１．はじめに 
	 化石の記載や分類は基本的に形態的特徴を基に行われる．

化石の種名を決めるときにその代表となる個体を Holotype
（正基準標本）とされる．このHolotypeは少ない個体数か
ら選ばれた，もしくは第一に発見された個体が設定される

ことがほとんどであるが，それゆえにHolotypeがその種の
代表的な形態であるとは言えず，必ずしも種の実態を示し

ているとは言えない．  
近年では，化石の形態を数学的に捉え解析しようとする

試みが行われ始めている（生形，2005）．しかし，化石間の
形態的類似度から化石の代表的な形態を求めることが行わ

れた例はない． 
 
２．化石の中央値的形態 
	 その種の代表的な形態はその種の中央値的形態であると

考えられる．日本人の身長にしても，平均身長の約 170 cm
を基準にするのが妥当であることと同じで（日本人の身長

は多くのデータがあり，その平均値がほぼ中央値となる），

化石の中央値的形態を画像解析から客観的に判断できれば，

より化石の実態に迫ることが期待できる． 
	  
３．手法 
	 本研究では Pythonによる OpenCVを用いた特徴点比較
から類似度を算出することで，化石間の類似度を数値化す

ることを行う．類似度の評価はターゲットとする画像と，

その他すべての画像の類似度を求め，最も類似度の値が小

さい数値と最も類似度の値が大きい数値の差を求め，バラ

つきが小さい個体が，すべての化石個体に近似すると考え，

それが中央値的形態であると評価する． 
	 化石の画像処理を行う上で，化石種によって同定の評価

基準は様々である．今回対象としているペルム紀放散虫化

石（Palafollicucullusu属）は，主に外形によって種の区別
が行われる。また、化石を胚胎する母岩の岩種によって，

化石表面の殻の保存状態は様々である．これらのことから，

放散虫化石の外形をエッジとして認識し，強調するフィル

タ処理と，化石表面の平滑化処理をした化石の SEM画像を，
解析した． 
 
 

４．結果 
	 解析の結果から，放散虫化石の中央値的形態を示す化石

群を求めることができた． 
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